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c 活動に参加する人物

a 実践者本人に関わること

b 活動を支援する人物

▲変容ステップの図解
支援する人物＝触媒役が変容の鍵を握る

触媒としての行政の役割3
行政はまず意見聴取の場の設計、次いでパートナーシップの構築を目指す。重要なのは「そっと後押し」
する立ち位置であり、自立を目指した精神的な安心感やモチベーションの醸成を目指すことである。現
実の触媒者が実践していたステップから行政が学ぶことで、共創のあり方が見えてくるといえる。

▲シェリー・アーンスタイン「住民参加の梯子」
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研究の背景と目的
前稿では、デザインリサーチにより市民がまちづくりの実践者に変容
するきっかけと必要な体験や意識をモデル化した。本稿では行政と市
民が共創できる街になるためのメカニズムを考察する。
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▲前稿の取材対象者

取材内容の視覚化

実践者に変容するステップの考察2
8名の実践者に共通するのは本人による自己実現の熱意である。好きなことや興味のあることを小さ
く始めて経験を重ね、成功体験を得るにつれて周囲との関係が膨らんでいく様子が伺える。

▲実践者 A のカスタマージャーニー ▲実践者の喜しさを感じた体験

行政による評価と計画4
筆者らによるリサーチと分析、また行政の役割への提案に対して、行政担当者からは強い共感と今後へ
の期待が寄せられた反面、実際の事業計画への反映が難しい現実も明らかになった。

通常の業務のルールから切り離した運用が期待される
行政が市民共創を専門に研究し実践していく機関を設けるなど

本研究：ボトムアップの視点による

非線形のカオス型の活動

行政：トップダウン視点による

線形の目的達成型の活動
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BF 活動を持続する理由となった
本人が喜しさを感じた体験を抽出 

3 つに分類
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